
科 目

名 
音楽Ⅰ 

普通科必修 

１年次・２単位 

目 標 
・楽譜や音楽的基礎知識を理解して、深みのある表現（歌唱・演奏）が出来る。 

・鑑賞を通して、音楽を感じる力とその表現力、また、音楽文化についての知識を身につける。 

位 置

づ け 

・歌唱（独唱・合唱）、器楽演奏（アルトリコーダー）、鑑賞（ミュージカルおよび作曲家の生涯

と作品）、楽典（楽譜の基礎知識・楽曲の構成）の基礎的な内容とする。 

 

■使用する教材 

・教科書 

・音楽ノート 

・課題プリント ほか 

■学習する単元とおおよその時期 

・楽典【年間を通して】・器楽演奏【６～７月】 

・鑑賞【年間を通して】 

■授業の流れ、予習・復習を含めた学習方法 

・歌唱では、発声練習を用いて、個々の技術力や感性

を表現できるよう取り組む。 

・表現（歌唱や器楽）分野では、基礎練習から楽曲演

奏まで段階的に技術力を磨けるよう取り組む。 

・鑑賞分野では、作曲家の生涯を振り返り、作品と時

代背景との結びつきを探求し幅広く音楽文化に触れ

る。各分野単元において確認テストを実施し、理解

状況を把握する。 

■観点別評価について 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

基

準 

Ａ 

【知】様々な表現形態による演

奏表現の特徴について理解して

いる。【技】姿勢や呼吸などの身

体の使い方の技能，他者との調

和を意識して演奏する技能を身

に付け，表現できる。 

各国の楽曲をリズム，旋律を知覚し，

それらの働きが生み出す特質や雰囲

気を感受しながら，知覚したことと

感受したこととの関わりについて考

え，自己のイメージをもってどのよ

うに演奏するかについて思いや意図

をもっている。 

各国の楽曲を二重唱・奏，自分にと

っての音楽の存在を再認識すること

や音楽を幅広く様々な視点から捉え

ようとすることに関心をもち，音楽

活動を楽しみながら主体的・協働的

に歌唱の学習活動に取り組もうとし

ている。 

Ｂ 

【知】様々な表現形態による演

奏表現を心掛けている。【技】姿

勢や呼吸などの身体の使い方の

技能を意識して演奏できてい

る。 

各国の楽曲をリズム，旋律を知覚し，

それらの働きが生み出す特質や雰囲

気を感受しようとしている。 

各国の楽曲を二重唱・奏，自分にと

っての音楽の存在を再認識すること

や音楽を幅広く様々な視点から捉え

ようとしている。 

    

Ｃ 上記が達成できていない 上記が達成できていない 上記が達成できていない 

評価の

場面 

単元テスト 

小テスト 

課題の提出内容 

単元テスト 

授業中の発言内容 

授業中の参加態度 

課題の取組状況 

 


